
スタッフ 

設置目的 

主な活動内容 

 東北大学 工学部 情報知能システム総合学科（電気・情報系の学部組織）で
は、優れた潜在能力をもつ多くの学生が本学科で学び力を伸ばすことに興味を
抱いていただけるように、高校生・高専生・受験生等に対する広報活動を積極
的に展開しています。 

 電気・情報系分野に関する大学での教育研究内容や研究者・技術者としての
キャリア等についての高校生等の理解促進などを目的とした高校等及び高校
生・高専生・受験生等に対する本学科についての広報活動およびそのための高
校と大学の連携活動の中心的役割を担うことを目的として、2007年に教育広報
企画室が設置されました。 

1. 出張講義・大学見学受入のコーディネート 

 高校等からの依頼に基づき、本学科教員が講師として
高校等に出張し、自身の研究内容や大学生活等について
わかりやすく説明する活動が「出張講義」です。平成24

年度は37の高校等へ本学科教員の派遣を行いました。教
育広報企画室は、様々なルートで本学科に届く講師派遣
依頼を一元管理し、高校等側のニーズを把握して適任の
講師を選定し対応を依頼、高校等へ派遣するというコー
ディネート活動を担当しています。 

 他方、高校等側が大学を訪問して研究室や大学設備を
見学し、教員や学生から直に説明を聞くことによって、
大学での研究や大学生活について理解を深める活動が、
「大学見学」です。平成24年度は本学科へ10件の大学見
学を受け入れました。最近は「自校卒業生と高校生の懇
談の場を設けたい」「単なる見学だけでなく高校生が3日
間大学院生に張り付き大学での研究生活の実態を深く知
れるようにしたい」など高校側の要請も多様化してきて
いますが、学内の他部署では受入が困難なケースでも積
極的な受入を図っています。 

 平成25年度も現時点で、出張講義は37件、大学見学受
入は16件を予定しています。 
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3. 高校教員等とのコミュニケート 

 高校生等に理解してもらうためにはまずは指導を担当されている高校教員等
に理解してもらうことが重要との認識の下、東北及び北関東の高校の進路指導
担当やSSH（スーパーサイエンスハイスクール）担当の教員を中心に、高校等
教員とのコミュニケーション活動を行い、ネットワークの強化を図っています。 

2. 各種広報活動（広報ツールの作成、インターネット広報、等） 

◯学科紹介パンフレットの作成 

 7月末に開催されるオープンキャンパスに合わせて、
高校生向け学科紹介パンフレットを作成しています。
2012年版からは『10年後の社会をつくるあなたのため
に ～情報知能システム総合学科で育つということ』
と題し、学科紹介だけに留まらず、未来の社会を創り出
すのは高校生であるあなたたちであり、本学科で育つこ
とによって将来、研究者・技術者としてどのような形で
社会に貢献できるようになるかという「工学系キャリア
教育」の観点から編纂しました。 

 出張講義や大学見学受入の際も配布しています。 

◯高校生等向け学科ウェブサイトの作成と運用 

 一般の方向けである電気・情報系のサイトとは別に、
高校生・受験生向けの学科ウェブサイトを作成し運用
しています。学科紹介パンフレットの内容をベースとし
つつ、本学科に関する新聞報道等の紹介、学生の受賞の
紹介なども掲載し、本学科がダイナミックでワクワクす
る学科であることが高校生等に伝わるように工夫してい
ます。 

◯TwitterやFacebookの設置と運用 

 情報知能システム総合学科の非公式twitterを2012年
10月に設置し、本学科に関する新聞報道等やプレスリ
リース、教員及び学生の受賞情報、その他キャンパス情
報等をいち早く紹介するようにしています。また2013

年1月には非公式Facebookページを開設し、Twitter情
報の蓄積を図っています。 
  [twitter]    @tohoku_univ_iis      

  [Facebook] https://www.facebook.com/TohokuUnivIis 

◯オープンキャンパスでの茶話ルーム運営 

 2013年度のオープンキャンパスでは『茶話ルーム』
の設置運営を担当し、女子学生を中心とした本学科学生
と高校生が気軽に懇談できる機会を設けることで、本学
科への理解を促進しました。 
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